
























ヤルティがもたらす影響については，Otto et al.（2008, 7-40）を参照。
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会（Federal Accounting Standards Advisory Board; FASAB）に設置された

































































ある（FASAB NRTF 2000, 8）⑼。
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論に至っている（FASAB NRTF 2000, 8-9）。
















































いる（FASAB NRTF 2000, 12-16）。
⑷　一般的な報告原則
　次に，NRTFは，次のような３つの課題を取り上げて，一般的な報告原則
の開発に取り組んでいる（FASAB NRTF 2000, 17）。
1037































制的補足情報（required supplementary information; RSI），その他の





















ると述べている（FASAB NRTF 2000, 17）⑽。
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　収益の会計と報告については，交換収益（exchange revenue）の認識，そ
の表示場所（保全活動報告書（Statement of Custodial Activities），正味コス
ト報告書（Statement of Net Costs）等）等について議論されている。収益と
コストの対応の問題については，天然資源資産を認識しない限りにおいて，収
益と対応するコストが事実上ゼロとなる問題について論じられている































tary information）に含めて開示しなければならない（SFFAS 38, par. 15）も
のとされる。この石油関連ロイヤルティの価値は，確認埋蔵資源に生ずる将来
のロイヤルティ収入を無リスク利子率で割り引いた現在価値と近似すべきもの
とされる（SFFAS 38, pars. 17-19）が，代替的測定方法として，そのような現
在価値を合理的に見積もることができない場合には公正価値（fair value）ま






ヤルティ収入の価値を開示しなければならない（SFFAS 38, par. 24）。
　以上のような石油関連ロイヤルティの資産価値および他者に分配される石油
関連ロイヤルティの価値は，毎年度末において評価されなければならないもの
とされる（SFFAS 38, par. 27）。
　SFFAS 38は，2011年９月30日後に開始する年度からの RSI に適用される
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記開示があり，FASABは，そのいずれかとするかの決定を当該３年が終了す
る前に行う予定とされている。SFFAS 38は，その決定が行われるまで有効と
















































海洋計 $11,250,000 $9,900,000 $7,200,000 $8,100,000 $8,550,000 $45,000,000




































陸上計 $6,250,000 5,500,000 $4,000,000 $4,500,000 $4,750,000 $25,000,000
海洋・陸上計 $17,500,000 $15,400,000 $11,200,000 $12,600,000 $13,300,000 $70,000,000












SFFAS 38と同様の方法で，RSI において報告することが要求されている（TB 
2011-1, pars. 12-13）。SFFAS 38は，石油・ガス以外の連邦政府の天然資源へ
の適用を明示していなかったが，その他の種類の天然資源については，一般に
認められた会計原則の適用上，SFFAS 38が考慮されるべきものとされていた
（SFFAS 38, par. 9）。TB 2011-1は，石油・ガス以外の天然資源の取扱いを明
確にしたものといえる。
　TB 2011-1は，2013年９月30日後に開始する年度からの RSI に適用される
（TB 2011-1, par. 30）。RSI から基本的情報への移行については，石油・ガスか
ら生ずるロイヤルティの価値と同様のプロセスによって決定されることが予定




⑾　具体的には，海洋エネルギー管理規制執行局（Bureau of Ocean Energy Management, Regula-
tion and Enforcement; BOEMRE）と天然資源歳入局（Office of Natural Resources Revenue; 
ONRR）から要請があったとのことである（SFFAS 41, pars. A5-A6）。
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いる（FASAB NRTF 2000, 48-53）。
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